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＜役員＞ 
 

会長   藤井 尚三郎  慈光会／園長 
副会長  小林 智久   一れつ会／理事長 
副会長  上栗 健登   広島新生学園／児童指導員 
副会長  兼池 麻子   誠心福祉会／施設長  
理事   久保田 史章  「ゼノ」少年牧場／管理者 
理事   藤本 達也   若菜／施設長 
理事   吉岡 孝二   正仁会／通所事業グループ長  
監事   遠部 敦也   聖恵会／理事長 
監事   山中 康平   新生福祉会／理事長 
相談役  本永 史郎   本永福祉会／理事長 
顧問   緒方 直之   広島県議会議員 
直前会長 柿木田 健   広島常光福祉会／理事長 
事務局  高松 淳子 

（任期：令和 3 年 4 月 1 日から令和 5 年 3 月 31 日） 

 

ごあいさつ 
広島県社会福祉法人経営青年会は、1997 年より、広島県下の社会福祉法人に所

属する若手職員の資質向上、経営に関する研究及び研修並びに会員相互の交流

を図るための事業を行うことを目的として発足しました。 
発足以来、広島県の明日を担う福祉人が切磋琢磨しながら若手の福祉人同士が

繋がり集う場として活動しています。 
理事長には経営協があり、若手職員さんには経営青年会があります。私は当会が

2 つの意味で御法人のお役に立てるのではないか、と考えています。 

広島県社会福祉法人経営青年会令和３年度の役員が決まりました。今年度は以下組織図で活動しております。 
どうぞよろしくお願い致します。 
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ひとつめは、次代を担う福祉人材が切磋琢磨できる場だということです。 
当会では現在、総務・広報、人材育成（交流企画）、人材育成（研修）の 3 つの委員会が活動をしています。各委

員は立候補制になっており、どなたでも貴重な経験を積んでいただけます。例えば研修の企画、講師との交渉、

研修会の運営、など、これらは会員だけでなく社会福祉法人に属するすべての職員向けですから、法人内部の研

修企画とは違った経験ができるはずです。 
ふたつめは、若手の福祉人同士が繋がる場だということです。地域の福祉課題は年々深刻化・複合化しており、

今後種別の垣根を越えた協力・連携が必要になります。当会は御法人の明日を担う人材が、他法人のホープと「顔

の見える関係」になれる場所です。その人脈は職員さん個人だけでなく、御法人の事業にも必ずやプラスになる

と考えます。 
当会は御法人の未来を担う人材と一緒に育っていきたいと考えております。 
期待を寄せる職員さんの入会について、ご検討いただければ幸いです。 



 
  

人材育成委員会 交流企画  

 
人材育成委員会（交流企画）の発足は 2020 年であり、当初の目的は社会福祉法人に関わらず、多職種との連携

強化として、様々な関係機関との交流を目指して進めていました。 
しかしながら新型コロナウイルス感染症の影響もあり、飲食や対面での交流が難しい状況であり、実施すること

が出来ませんでした。 
今後は、世間の状況を見ながら都度活動内容を見直し、安全に交流ができるよう検討していきます。まずは、活

動内容を縮小し、広島県社会福祉法人経営青年会の会員から WEB ミーティングなどを使用して、連携を図って

いく活動計画を立てています。 

人材育成委員会 研修企画 

 
人材育成委員会（研修企画）では、コロナ禍に対応し

た「オンライン研修」、継続した研修でより理解を深

めるための「連続講座」を企画しました。講師にコミ

ュニケーショントレーニングネットワーク®の統括

責任者である岸英光先生を迎え、令和３年１月より

４回の連続講座を開催しました。アンケートでは毎

回満足度が高く、大好評の研修でした。 
令和３年９月に５回目、11 月には最終回となる 6 回

目の研修を開催します。研修内容をより探究できる

よう質疑応答の時間を設け、オンライン上でも受講

者同士の交流が活性化するよう工夫を加えていま

す。会員のご意見やご要望を頂きながら、来年の研修

を企画していきます。 
 

 

 

 

委員会活動 

総務広報委員会 

 
総務広報委員会では、広報活動の方法としてイン

スタグラムを取り入れました。インスタグラムは

利用している方も多く、多くの方の目に留まると

思い登録しました。第一弾として、2020 年 12 月

8 日に経営青年会紹介の記事を投稿しています。

その他にも、研修の案内や会員の紹介など、定期

的に活動内容を更新しています。今では 100 名以

上の方からフォローしていただき、記事を挙げる

度にアクションをいただいています。名前は「広

島県社会福祉法人経営青年会」で登録されていま

すので、ぜひご覧ください。 
現在は SNS を活用して広報活動をしています

が、SNS を利用されない方に向けて紙面での広

報を考えています。経営青年会の紹介や各委員会

の活動内容など、多くの方に知っていただければ

と思います。その他にも、経営青年会を知ってい

ただくためにいろいろな媒体を通じてお伝えし

ていきたいと思います。 



  コミュニケーショントレーニングネットワーク🄬🄬統括責任者の岸英光（きし ひでみつ）先生を講師とし

てお迎えし、全６回の連続研修を実施しています。令和３年１月に第１回から始まり、現在第４回まで実

施しました。コロナ禍の中、ZOOM を使ったオンライン研修で、会員以外の方にも参加を呼びかけ、毎

回４０名前後が、パソコン、スマートフォンの前から参加しています。岸先生のお話しに惹きこまれ、参

加者と先生との双方向のやり取りもあり、毎回、アッいう間の３時間です。また、グループワークも取り

入れて頂き、対面での研修に近い臨場感で受講することができています。 
内容としては、「パラダイムシフト・コミュニケーション®」をテーマとして、毎回違った角度からコミ

ュニケーションのセンスを探究し、社会福祉法人としての成果を挙げるヒントを学んでいます。「パラダ

イムシフト」とはその時代や分野において、当然のことと考えられていた認識や思想、社会全体の価値観

が革命的に、劇的に変化することです。これを私たちは日頃からのコミュニケーションの考え方、意識、

取り組み方を変えていくことで、パラダイムシフトを起こせるということを学んでいます。その学びを参

加者の職場、家族でも実際に取り入れ、少しずつ変化を感じた方もおられます。以降は第４回までの内容

を参加者の感想から振り返ります。 
 
 第１回は「ゴシップ（その人の言動に責任のとれない人に話をすること）は組織を滅ぼす」という話が

非常に胸に刺さりました。自分の周りで存在しているゴシップに今まで手を付けようとせず、それを言い

訳にして、組織を変える行動をしてこなかったことを痛感しました。 
 第２回は「価値観の枠組み」を自分で作ってしまい、そこから抜き出せることができないという話をさ

れました。「今までやろうと思っていて、できていないこと」「やめようと思って、やめられていないこと」

を話し合い、知らないままにできない言い訳を並べている自分の考え方を実感し、行動する大切さを学び

ました。 
 第３回は「聴く」「共感する」についての話でした。コミュニケーションにとって大切な要素であるこ

とは知っていましたが、相手の成長につながる形でなければ、結果的に相手に負担をかけることになると

いう話が非常に印象的でした。相手が悩み、考え、自分なりに答えを出せるような聴き方を学びました。 
 第４回は「人と組織の軸となり、その人の能力や資質の源泉となるもの（意図）」についての話でした。

何かを判断するときに、「自分が大切にしていること」が拠り所になる。ワークを通じて自分自身でじっ

くりと「意図」を探り、それが自分の大切にしていることと一致するものか確認できました。 
 
 年内に残る２回もオンラインでの開催予定です。チーム運営、人材育成に欠かすことのできないコミュ

ニケーションについて、引き続き学んでいき、積極的に実践していきたいと思っています。尚、毎回の研

修報告をインスタグラムにも公開しております。是非、ご覧下さい。 

  

オンライン研修 コーチングー「パラダイムシフト・コミュニケーション®」― 

講師 岸英光氏 

研修の様子 



 

緒方顧問 

 

今年度より恋田さんから高松さんへ事務局が変わりました。 

＜お問い合わせ＞ 

 

社会福祉法人まとば会 特別養護老人ホーム瀬戸内園 
施設長 中川勝喜 様 
 
経営青年会に参加する大きなメリットは各種別の福祉

関係の方々と知り合えること、またその方々との交流

を通して他業種の方々とも知り合えることだと思いま

す。そしてその方々から得られることは今後、仕事を

進めていくために大切な宝（人財）になると思います。 

 

 

 

令和 3 年４月より広島県社会福祉法人経営青年会

事務局を引き継ぎ担当させていただいております

高松淳子と申します。 

経営青年会は会員の方々が委員会等を精力的に活

動されている団体です。 

これからも経営青年会の更なるご発展を願いなが

ら事務局として精一杯務めていく所存です。 

これからも宜しくお願いいたします。 

お知らせ 

青年会を経験して。。。 

広島県社会福祉法人経営青年会事務局 
 〒732-0816  
広島県広島市南区比治山本町 12-2 
広島県社会福祉会館内 
TEL : 082-254-3416 FAX : 082-256-2228 

広島県社会福祉法人経営青年会では、５０歳以下の福祉人仲間を募集しています。 

興味のある方、ご法人様からのお問合せをお待ちしております。♪ 

 

＜編集・製作・発行＞ 

広島県社会福祉法人経営青年会 総務広報委員会 

広報誌を初めて製作発行させて頂きました。私たちの青年会活動をより

多くの方に知って頂きたく発行に踏み切ってみました。 

ネタ集めから試行錯誤しながらの手作りで未熟ではありますが、 

ご覧いただければ嬉しいです。 

藤井会長 

柿木田直前会長 

 

青年会を卒会された方々からメッセージを頂きました。 
皆さまが活躍されている姿を拝見し、 
私たち青年会会員も勇気づけられています。 

社会福祉法人六方学園  
業務執行理事 田中栄至 様 
  
経営青年会時代の学びや繋がりは「財産」となって

います。 
地域に根付いた福祉サービスを模索し、元来の社会

福祉法人としての責務となる福祉サービスを通して

の社会貢献を意識した経営戦略を練る基礎を学ぶ場

としてもオススメです。 


